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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特に板戸棚扉において使用される施錠装置用棒錠であって、錠本体（１０）中に案内さ
れる少なくとも１つの錠棒（１２）を受入れるため棒錠内に設けられる案内スリット（１
１）を持つ錠本体（１０）と、錠本体（１０）内に設けられる少なくとも１つの小歯車（
１８）とから成り、この小歯車が錠棒（１２）の縦軸線に沿ってこの錠棒に形成される穴
（２９，３０）に係合して、小歯車（１８）の回転が錠棒（１２）の縦移動に変換される
ようにし、小歯車（１８）が、握り、揺動レバー、差込み鍵等のような操作装置にかみ合
い係合するため中央に設けられる係合開口（２０）を持っているものにおいて、錠本体（
１０）が、その対向する側壁においてこの錠本体に切欠かれた案内スリット（１１）を持
つ一体の部材として構成され、かつ両側に対称な配置で案内スリット（１１）の間に、凹
所（１５）へ挿入されるそれぞれ１つの小歯車（１８）を受入れるそれぞれ１つの凹所（
１５）を持ち、錠本体（１０）に形成される中央ひれ（１６）により凹所（１５）が互い
に区切られ、凹所（１５）の範囲で案内スリット（１１）が、案内スリット（１１）内に
設けられる錠棒（１２）の面へ凹所（１５）内の小歯車（１８）の歯（１９）を貫通させ
るための窓（１７）をそれぞれ持ち、小歯車（１８）が、開口（２８）において中央ひれ
（１６）を貫通する結合体としてのスリーブ（２１）を介してかみ合いで互いに結合され
、錠棒（１２）が、錠本体（１０）内にある小歯車（１８）の間隔で互いに平行に設けら
れる２列の係合開口（２９，３０）を、小歯車（１８）の歯（１９）のために持ち、錠本
体（１０）へ押込まれる錠棒（１２）の端部にある最初の係合開口が、側方へ開く歯（２
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９）として構成され、後続の係合開口が穴（３０）として構成されていることを特徴とす
る、棒錠。
【請求項２】
　中央ひれ（１６）の開口（２８）を貫通しかつ正方形穴（２２）を持つスリーブ（２１
）を介して、小歯車（１８）が互いに結合されていることを特徴とする、請求項１に記載
の棒錠。
【請求項３】
　スリーブ（２１）の外側に、小歯車（１８）の規定された固定のため各小歯車（１８）
の幅に合わされる段部（２３）が、スリーブ（２１）の外周に形成されていることを特徴
とする、請求項２に記載の棒錠。
【請求項４】
　小歯車（１８）の正方形穴（２０）が、外側に正方形（３５）を持つスリーブ（２１，
２３）上へはめることができることを特徴とする、請求項２又は３に記載の棒錠。
【請求項５】
　スリーブ（２１，２３）の外側正方形（３５）が、互いに対向する２つの隅に、それぞ
れの隅を外側で直角に包囲する拡張段部（３６）を持ち、小歯車（１８）の正方形穴（２
０）が、拡張段部（３６）を持ち、小歯車（１８）の正方形穴（２０）が、拡張段部（３
６）を含めてスリーブ（２１，２３）の外側正方形（３５）の形状に合わされていること
を特徴とする、請求項４に記載の棒錠。
【請求項６】
　スリーブ（２１）が、両方の小歯車（１８）の一方と一体に構成され、他方の小歯車（
１８）がスリーブ（２１）上にはまることができることを特徴とする、請求項２～５の１
つに記載の棒錠。
【請求項７】
　小歯車（１８）が、対称な構成で、スリーブ（２１）のそれぞれ１つの周囲部分（２５
）と一体に構成され、両方の小歯車（１８）にそれぞれ設けられるスリーブ（２１）の周
囲部分（２５）が、両方の小歯車（１８）をまとめる際一緒にスリーブ（２１）を構成す
ることを特徴とする、請求項１又は２に記載の棒錠。
【請求項８】
　周囲部分（２５）が、それぞれ四分円にわたって延び、スリーブ（２１）及び小歯車（
１８）の正方形穴（２２）の互いに対向する隅の範囲に設けられていることを特徴とする
、請求項７に記載の棒錠。
【請求項９】
　小歯車（１８）が、スリーブ（２１）の周囲部分（２５）と、周囲部分（２５）に形成
される差込み結合部（２６，２７）を介してまとめられることを特徴とする、請求項７又
は８に記載の棒錠。
【請求項１０】
　操作装置に係合しない錠本体（１０）の他方の凹所（１５）が、差込み可能な覆い蓋（
２４）により閉鎖可能であることを特徴とする、請求項１～９の１つに記載の棒錠。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、特に板戸棚扉において使用される施錠装置用棒錠であって、錠本体中に案内さ
れる少なくとも１つの錠棒を受入れるため棒錠内に設けられる案内スリットを持つ錠本体
と、錠本体内に設けられる少なくとも１つの小歯車とから成り、この小歯車が錠棒の縦軸
線に沿ってこの錠棒に形成される穴に係合して、小歯車の回転が錠棒の縦移動に変換され
るようにし、小歯車が、握り、揺動レバー、差込み鍵等のような操作装置にかみ合い係合
するため中央に設けられる係合開口を持っているも関する。
【０００２】
前記の特徴を持つ棒錠は欧州特許出願公告第０２６１２６７号明細書から公知である。こ
の公知の棒錠は、なるべく配電盤付加部において、薄肉板戸棚扉用施錠装置の構成部分と
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して使用され、これらの板戸棚扉は、施錠装置の組立てのため少なくとも１つの特に長方
形の扉切欠きを持っている。扉の外側には、握り、揺動レバー、差込み鍵等のような操作
装置用受入れ部を持つ基板が取付けられ、扉の内側に取付けられる錠本体とねじ止めされ
るので、扉板は基板と錠本体との間に固定的に狭まれている。公知の棒錠では、錠本体は
対称に形成される２つの錠本体半分から構成されており、両方の錠本体半分は一緒に少な
くとも１つの錠棒用の案内スリットを形成する。同時に２つの棒錠が使用されるのが好ま
しい。錠本体の間にこれらにより包囲されて、錠本体の中央に小歯車が支持されて、それ
ぞれ１つの支持突起により、各錠本体半分の対応する支持穴内で回転し、その外歯により
、付属する錠棒の縦軸線に沿って延びるただ１つの穴に係合する。錠本体半分は差込み結
合部によりまとめられ、錠本体は錠本体半分を一緒に貫通して扉外側にある基板へ係合す
るねじにより、基板に取付けられる。
【０００３】
公知の棒錠には、棒錠の組立てに費用がかかるという欠点が伴う。なぜならば、小歯車は
特に両方の錠棒と一緒に一方の錠本体へ挿入されねばならず、錠棒が案内スリットへ通さ
れ、同時に小歯車の支持突起が支持凹所へ挿入されねばならないからである。続いて第２
の錠本体半分が上へはめられ、それからはめ合わされる両方の錠本体半分が、貫通するね
じにより基板へ取付けられるか、又は錠本体半分が互いにかしめられる。
【０００４】
本発明の基礎になっている課題は、組立てが簡単化されるように、前記の特徴を持つ棒錠
を構成することである。
【０００５】
この課題の解決策は、本発明の有利な構成及び展開を含めて、この説明の前に置かれてい
る特許請求の範囲の内容から明らかになる。
【０００６】
本発明は、その基本思想において次のことを考慮している。即ち錠本体が、その対向する
側壁においてこの錠本体に切欠かれた案内スリットを持つ一体の部材として構成され、か
つ両側に対称な配置で案内スリットの間に、凹所へ挿入されるそれぞれ１つの小歯車を受
入れるそれぞれ１つの凹所を持ち、錠本体に形成される中央ひれにより凹所が互いに区切
られ、凹所の範囲で案内スリットが、案内スリット内に設けられる錠棒の面へ凹所内の小
歯車の歯を貫通させるための窓をそれぞれ持ち、小歯車が、開口において中央ひれを貫通
する結合体としてのスリーブを介してかみ合いで互いに結合され、錠棒が、錠本体内にあ
る小歯車の間隔で互いに平行に設けられる２列の係合開口を、小歯車の歯のために持ち、
錠本体へ押込まれる錠棒の端部にある最初の係合開口が、側方へ開く歯として構成され、
後続の係合開口が穴として構成されている。
【０００７】
本発明には、棒錠の組立ての際一体の錠本体が基板への棒錠の取付けにおけるように簡単
に取扱い可能であるという利点が伴う。組立てのため、錠棒の開いた歯が案内スリットと
凹所との間にある錠本体の窓内に来るまで、錠棒が錠本体の案内スリットへ押込まれる。
この位置で小歯車は付属する凹所へ挿入されることができ、それぞれの小歯車の歯は、対
応する錠棒の開いた歯の中へ来る。このように挿入される両方の小歯車は、それから小歯
車の正方形穴へ差込まれるなるべくスリーブの形の結合体を介して互いに結合される。続
いて錠棒が更に錠本体へ押込まれ、小歯車の歯が付属する錠棒のそれぞれ対応する穴へ係
合し、それによっても錠本体内に保持される。
【０００８】
本発明の実施例によれば、中央ひれの開口を貫通しかつ正方形穴を持つスリーブを介して
、小歯車が互いに結合されているように考慮され、その際スリーブの外側に、小歯車の規
定された固定のため各小歯車の幅に合わされる段部が、スリーブの外周に形成されている
ように考慮することができる。特に小歯車の正方形穴が、外側に正方形を持つスリーブ上
へはめることができ、小歯車はスリーブにかしめることができる。スリーブと小歯車との
間の力の伝達を改善するため、スリーブの外側正方形が、互いに対向する２つの隅に、そ
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れぞれの隅を外側で直角に包囲する拡張段部を持ち、小歯車の正方形穴が、拡張段部を持
ち、小歯車の正方形穴が、拡張段部を含めてスリーブの外側正方形の形状に合わされてい
るように考慮することができる。個別部品の数を有利に減少するため、スリーブが、両方
の小歯車の一方と一体に構成され、他方の小歯車がスリーブ上にはまることができるよう
に考慮することができる。
【０００９】
本発明の別の実施例では、小歯車が、対称な構成で、スリーブのそれぞれ１つの周囲部分
と一体に構成され、両方の小歯車にそれぞれ設けられるスリーブの周囲部分が、両方の小
歯車をまとめる際一緒にスリーブを構成するように考慮することができ、その際周囲部分
が、それぞれ四分円にわたって延び、スリーブ及び小歯車の正方形穴の互いに対向する隅
の範囲に設けられているようにすることができる。この実施例では、小歯車が、スリーブ
の周囲部分と、周囲部分に形成される差込み結合部を介してまとめられると、好都合であ
る。
【００１０】
最後に操作装置に係合しない錠本体の他方の凹所が、差込み可能な覆い蓋により閉鎖可能
であるように、考慮することができる。
【００１１】
図面には本発明の実施例が示されており、以下に説明される。
【００１２】
まず図１からわかるように、棒錠は、一体に製造されて長方形の断面を持つ錠本体１０を
持ち、この錠本体１０の対向する平行な側壁において案内スリット１１が錠本体１０に形
成され、これらの案内スリット１１へそれぞれ１つの錠棒１２が押込み可能である。
【００１３】
施錠装置において棒錠を使用するため、錠棒１２はそれぞれ１つの屈曲部１３及び別の鎖
錠棒を掛けるための接続部１４を持っている。このような施錠装置は、上位概念を形成す
る欧州特許出願公告第０２６１２６７号明細書に記載されている。
【００１４】
錠本体１０は、対称な配置でその両側に案内スリット１１の間に、小歯車１８を受入れる
ための凹所５を持っている。両方の凹所１５は、錠本体１０に形成されて開口２８を持つ
中央ひれ１６により互いに結合されている。
【００１５】
各凹所１５は両方の案内スリット１１に交差し、この範囲にそれぞれ１つの窓１７が形成
されているので、小歯車１８の外側にある歯１９が案内スリット１１の面へ達し、そこで
案内スリット１１へ導入される錠棒１２に係合することができる。両方の小歯車１８は正
方形穴２０を持っているので、両方の小歯車１８はその正方形穴２０へ差込まれるスリー
ブ２１を介して互いに結合され、そのスリーブ２１は操作装置に係合するための正方形穴
２２を持っている。本願の範囲内で示されてないけれども上位概念を形成する欧州特許出
願公告第０２６１２６７号明細書に詳細に説明されている操作装置の対応する正方形心棒
が、スリーブ２１へ係合可能なので、スリーブ２１の回転を介して小歯車１８が回転運動
せしめられる。スリーブ２１はその外周にそれぞれ１つの段部２３を持っているので、小
歯車１８は所定の位置でスリーブ２１に結合可能である。
【００１６】
錠棒１２は、両方の小歯車１８の歯１９のためそれぞれ２列の係合開口を持ち、錠棒１２
の縦軸線において、互いに平行に設けられる２列の係合開口は、凹所１５へ挿入される小
歯車１８の位置に対応せしめられている。この場合それぞれ錠本体１０へ差込まれる錠棒
１２の端部に設けられる最初の両方の係合開口は、側方へ開く歯２９として形成され、そ
れ以外の係合開口は穴３０として形成されている。
【００１７】
最後に、操作に含まれてない凹所は、覆い蓋２４により閉鎖可能である。錠本体１０は、
更にその端面に扉切欠きに係合するために用いられる突出ひれ３１と、棒錠を基板へ取付
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【００１８】
図３からわかるように、スリーブ２１を両方の小歯車１８の一方と一体に構成することも
考慮できるので、他方の小歯車１８はスリーブ２１の突出する段部２３上へはめることが
できる。
【００１９】
図４ａ～４ｃには、棒錠へ差込み可能で付属する小歯車１８を持つスリーブ２１が示され
、スリーブ２１又はその段部２３の外側正方形３５は、互いに対向する２つの隅に、それ
ぞれ隅の外側を直角に包囲する拡張段部３６を持っている。従って図４ｃからわかるよう
に、小歯車１８の正方形穴２０は、スリーブ２１又はその拡張段部３６を含む段部２３の
外側正方形の形状に合わされているので、こうしてスリーブ２１と小歯車１８との間のト
ルク伝達が改善され、大きい荷重の場合スリーブ２１のねじれが回避される。
【００２０】
図５には、スリーブ２１を持つ小歯車１８の他の実施例が示され、小歯車１８に、それぞ
れ四分円にわたって延びて正方形穴２２の互いに対向する隅の範囲に設けられる２つの周
囲部分２５が、小歯車１８と一体に形成されている。そこにある周囲部分２５を持つ小歯
車１８は同じに構成されているので、９０度だけ互いに回された位置にある小歯車１８は
、周囲部分２５の相互係合によりスリーブ２１が生じるように、組合わせ可能である。こ
れに特に、両方の個々の小歯車１８の間の改善された力伝達が伴う。更に両方の小歯車１
８が差込み結合部により互いにはめ合わされ、その際差込み結合部が、両方の小歯車１８
の組合わせの際係合するそれぞれ２つの差込みビン２６及び２つの対応する受入れ開口２
７から形成されるように、考慮されている。
【００２１】
前記の説明、特許請求の範囲、要約及び図面に開示されたこの書類の対象の特徴は、個々
にも任意の相互組合わせでも、種々の実施形態で本発明を実現するために重要である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　棒錠の個々の部分を分解図で示す。
【図２】　図１による棒錠を組立てた状態で示す。
【図３】　図１及び２による棒錠へ挿入される小歯車の実施例を単独図で示す。
【図４ａ】　図１及び２による棒錠へ差込まれるスリーブの実施例を単独図で示す。
【図４ｂ】　図４ａによる対象物を正面図で示す。
【図４ｃ】　図４ａ及び４ｂによるスリーブに属する小歯車を正面図で示す。
【図５】　図３による小歯車を別の実施例で示す。
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